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京都工芸繊維大学

Ⅲ 財務内容の改善
１ 財務基盤の強化

１）財務方針の明確化と柔軟で機動的な運用
ねらい：本学の発展に必要な財源の確保と投資等の基本について明確にし、本学構成員による財務上の中

認識の共有化等を図る。
期 ２）高度の教育研究を可能とする財政基盤の充実

ねらい：科学研究費補助金、産学連携等収入などの外部資金の増額を図り、チャレンジングな研究開発
を可能とする財政基盤を確保する。目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

１ 財務基盤の強化に関する目標
を達成するための措置
１）財務方針の明確化と柔軟で
機動的な運用に関する実施
方策

ア）大学戦略室等作業部会によ ア）大学としての財務基本方針を Ⅲ ○本学の財務に関し、役員会から付託された事項等について企画・
る財務に係る長期予測等を 策定し、それに沿って財務の強 審議し、答申・建議する組織として、４月１９日に財務委員会を
踏まえ、大学として財務基 化、効果的な運用を図るため、 設置した。平成１６年度の委員会開催回数は､１４回｡
本方針を策定する。 新たに財務委員会を設置する。 なお、本学の健全な経営と発展のための財務基本方針を３月１

０日に制定した｡
○上記財務基本方針の策定に先行し、平成１６年度当初予算におい
ては、予算編成方針の策定、重点項目の特定、計画と事後評価等
の在り方を明確にして実施した。また、配分方針の見直しの一つ
として、従来の基盤校費を教育研究推進のための全学特別枠に改
め、教育研究事業の学内公募を実施した。

応募件数 ２５５件
採択件数 ９１件
配分経費 １６８,８５１千円

イ）財務基本方針に沿って財務 イ）事業計画への投資効果等につ Ⅲ ○予算投資した事業については､事業年度毎に成果報告書を提出さ
の強化、効果的な運用を図 いてモニタリングを行うための せ､また、必要に応じヒアリングを行って投資効果のモニタリン
るため 「財務委員会」を 実施方法等について検討する。 グを実施し、ＰＤＳサイクルを充実させることとしている｡、
設置する。同委員会は、事 （成果報告書の提出期限は、平成１７年４月２５日）
業計画への投資効果等につ なお、複数年事業の２年次以降の事業経費については、事業の
いても適切なモニタリング 進捗状況や成果等について十分審査することとしている｡
を行い、必要に応じて改善
に向けた助言等を行うとと
もに、次年度以降の計画変
更等に反映する。

ウ）上記措置は、平成１６年度
から着手する。

２）高度の教育研究を可能とす
る財政基盤の充実に関する実
施方策

ア）財務委員会は、地域共同研 ア）イ）財務委員会において、外 Ⅳ ○平成１６年度に開始した教育研究推進のための募集事業（学内公
究センターや研究推進本部 部資金の獲得など財政基盤充実 募）においては、申請者から事業の実施計画・実施方法だけでは
と協力し、外部資金の各種 ・拡大に繋がる戦略の策定につ なく、成果をどう活かし、どう発展させていくか等のフォローア
公募情報等を収集し学内に いて検討を開始する。 ップ計画（外部との共同研究に発展させていく等）までも明示さ
周知するとともに、学内の せ、外部資金獲得のためのシードマネーとしての役割をも持たせ
研究資金による成果が科研 た｡（平成１６年度の公募回数は、２回）
費をはじめとする外部資金 なお、本事業は、事務職員や技術職員からの申請も受付けた。
の獲得・拡大につながる戦 ○ショウジョウバエ遺伝資源センターの資源分譲有料化について
略を策定する。 は、料金の決済方法、徴収時期・徴収方法に係る問題点の洗い出
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京都工芸繊維大学
イ）財務委員会は、美術工芸資 し､関連する研究機関及び研究者の意向の確認等、規程整備のた

料館による特別展やショウ めの準備を終了した。
ジョウバエ遺伝資源センタ ○美術工芸資料館が主催する企画展の有料化に向けての検討につい
ーの資源分譲等に関し、大 ては、費用対効果（有料化のための投資と収入見込）や事務体制
学の収入増につながる効果 等について､事務レベルで検討を行った｡なお、平成１７年６月の
的な方策について有用な情 特別展については有料とする予定である。
報等を収集分析し、当該施
設と協力し、有料化に向け
た検討を行う。

ウ）上記ア）については平成
１６年度より予備的検討を
進め、イ）については平成
１７年度末を目途に検討の
取りまとめを行う。

ウェイト小計
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京都工芸繊維大学

Ⅲ 財務内容の改善
２ 経費の抑制

１）計画的な予算執行による経済性・効率性・合理性の確保
ねらい：大学戦略に基づいたメリハリのある予算計画と教職員に対するコスト意識の徹底により不必要中

な経費の抑制を図る。
期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

２ 経費の抑制に関する目標を達
成するための措置
１）計画的な予算執行による経
済性・効率性・合理性の確
保に関する実施方策

ア）予算の効率的・効果的使用 ア）財務委員会において、予算の Ⅲ ○財務委員会において、教育研究推進事業経費の設置等、学内の教
を図るため、財務委員会に 重点配分対象分野の選定と適切 育研究プロジェクトへの重点的支援を図った｡なお、ヒアリング
おいて、重点分野への資金 な実施体制の確保を行い、戦略 の実施等審査に当たっては､関係する業務管理センターの１次審
投入など戦略的な予算計画 的な予算計画を策定する。 査結果を基に、財務委員会で採択案を策定した｡
を策定する。 （採択状況、支援経費等の状況は、上記１の１）ア）参照）

イ）教職員のコスト意識の徹底 イ）財務委員会において、教職員 Ⅲ ○光熱水料の予算額については､過去２年間の平均額より１％減額
を図るため、光熱水料など のコスト意識の徹底を図るた した予算枠を設定し､他の予算枠も含め､ホームページ上で公表す
についてはISO認証継続活 め、環境・施設委員会とも連携 ることにより教職員のコスト意識の向上を図るとともに、ＩＳＯ
動とも関連させて、財務委 して、光熱水料などの節減目標 の意識を啓発した。他方、環境･施設委員会の省エネルギー推進
員会において節減目標を定 について検討する。 事業計画については、財政的支援に努めた｡ （支援額５０万円）
め、公表する。

ウ）業務の経済性、効率性を図 ウ）業務の経済性、効率性を図る Ⅲ ○データ入力等の単純業務については､外部委託（労働者派遣）に
るため、アウトソースや学 ため、アウトソースや学生ボラ より経費の節減に努めた｡（節減額約１２０万円）
生ボランティアなどの活用 ンティアなどの活用について検 また、オープンキャンパス等の大学行事の実施に当たっては､
について検討し、可能な業 討する。 学生･教職員ボランティアのサポート要員を募ることにより、経
務から実施する。 費の節減に努めた｡ （アルバイト料相当額約３０万円を節減）

エ）上記措置は、平成１６年度
より順次着手する。

ウェイト小計
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京都工芸繊維大学

Ⅲ 財務内容の改善
２ 資産の運用管理の改善

１）長期的な資金計画とリスク管理
ねらい：長期的な資金計画に基づき、リスク管理のもと、資金の有効活用を図る。中

期

目

標

進行 ウェ
中期計画 年度計画 判断理由（実施状況等）

状況 イト

３ 資産の運用管理の改善に関す
る目標を達成するための措置
１）長期的な資金計画とリスク
管理に関する実施方策

ア）財務委員会は、長期の資金 ア）財務委員会において、年度末 Ⅲ ○３月１０日に制定した財務基本方針の中で、法人独自の資金確保
計画を策定し、余裕資金の を目途に長期的な資金計画を策 のための方策・計画及びその運用・管理に係る中長期的な資金計
運用に当たっては預託先金 定し、リスク管理のもと、資金 画について定めた。具体的には、宿舎等施設営繕費や教育研究用
融機関の健全性等に細心の の有効活用を図る。 機械設備更新費の財源確保のために計画的な積立が必要であるこ
注意を払いながら、安全か と、及び魅力ある大学づくりの事業を展開するための大学基金の
つ有利な預託方法を選択す 創設について検討する必要があることを掲げ、手持資金等の運用
る。 に当たっては、外部専門家の意見を参考に、財務委員会で早急に

その方策を検討することとした。

イ）上記資金計画については、
平成１６年度末を目途に策
定する。

ウェイト小計

ウェイト総計

〔ウェイト付けの理由〕
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京都工芸繊維大学

Ⅲ 財務内容の改善に関する特記事項

申請者から、事業の実施計画、実施方法だけでなく、成果の活用方法、発展させる方１．財務基盤の強化・効果的な運用を図るための体制を構築
健全な法人経営を行い中期目標・中期計画に掲げた各事項の着実な実現を図るために 法等のフォローアップ計画（外部との共同研究に発展させていく等）まで明示させ、

は、財務基盤の強化や財務の効率的・効果的な運営が不可欠であると同時に、財政状態、 外部資金獲得のためのシードマネーとしての役割を持たせた （平成１６年度の公募回。
運営状況及び業績についてのアカウンタビリティや徹底した情報開示が求められる。この 数は２回）なお、本事業は、事務職員や技術職員からの公募も受付けた。
ため本学では､法人化前より、学外有識者を加え「財務協力者会議」を組織し、財政面に

３．新たな大学基金の創設に向けた取組おける諸課題に取り組むべき組織の設置、役割、責任、権限、組織等の在り方について検
、 、討を行い、同会議からの提言に基づき、４月１９日に役員会から付託された財務に関する 法人の財政基盤を充実させ その原資をもって柔軟かつ機動的な事業を遂行するため

事項等について企画・審議し、答申・建議する組織として「財務委員会」を設置した。 新たな大学基金の創設について、２月１日に「大学基金創設準備会」を設置して検討を
なお、財務委員会は、学長が指名する理事、学部長・研究科長、財務課長、学長が指名 進め、人材育成基金事業、指定基金事業を柱とする事業内容等の詳細をとりまとめた。

する者で構成され、一元的な財政管理により大学運営を円滑に進める体制を整えた。 なお、大学基金は平成１７年度早々に創設する。

２．中・長期的な予測に基づいた財務基本方針を策定
国立大学法人の収入は、その大部分が運営費交付金と授業料等の自己収入であり､運営

費交付金については、退職手当等を除き、法人収入の約６割を占めているが、原則、毎年
１％づつ漸減していくこととなっている｡この限られた財源を如何に有効に投資するか、
漸減を如何に補填するかが国立大学法人の財務であり、単年度はもとより複数年を見通し
た｢効果的な予算編成｣、競争的資金をはじめとする外部資金獲得の強化や大学独自の基金
の創設等、財政基盤の強化を図るために様々な方策を導入することが必要である。
このような観点から、財務委員会において、中期目標期間の収入見通し、事業費、人件

費等の予測や分析を行いつつ、①限られた財源の有効投資の方策②ＰＤＳサイクルの実現
③コスト意識の徹底④外部資金の獲得強化につながる投資方策⑤本学独自の基金の創設等
を柱とした、法人の健全な経営と発展をめざした財務運営の基本となる「財務基本方針」
を３月１０日に策定した。今後、各年度の予算については、財務基本方針に沿って年度ご
との予算編成方針を立て、具体の予算執行計画を作成することとなる。
なお、平成１６年度当初においては、財務基本方針の策定に先立ち、以下を骨子とする

予算編成方針を立て、予算執行計画を作成した。
（１）優先的・重点的投資項目を特定しメリハリのある予算を編成

平成１６年度当初予算の編成にあたっては、使途が限定されている経費を除き、財源
を教育研究活動及びその関連活動に充当すべき経費と一般管理費等に区分した上で、
①中期目標・中期計画の実施・実現に向け、当該計画の年度計画の遂行に必要な経費
を優先的に措置する。
②また、当該計画の実施体制など準備・検討状況、十分な成果が期待できるものにつ
いては重点的な措置を図る。
③将来の新しい研究領域に挑む萌芽的研究、優れた人材の着実な育成、ニーズに対応
した教育研究事業、画期的な成果が期待できる優れた基礎・基盤的研究の推進にも
十分配慮する。
④外部資金とのマッチングファンド研究、複数年に亘る計画事業についても成果が期
待できるものについては十分考慮する。

等の優先的・重点的投資を行う項目を特定して財源の効果的投資の方針を定めた。この
一環として、下記（３）のとおり従来の基盤校費を全学特別枠に改め、学内公募方式に
より、あらかじめ個人・グループ、学科・学部・学科連合、教育研究センター等から事
業計画を提出させ、審査・評価を行った上で、採択の可否及び配分額を決定する教育研
究推進事業を開始した。

（２）投資効果のモニタリング・評価を実施
予算投資した事業については、事業年度ごとに成果報告書を提出させ、また、必要に

応じてヒアリングを実施して事業の中間評価や最終評価を行い、その結果を学内に公表
することとし、ＰＤＳサイクルの充実を図る仕組みを導入した。

（３）外部資金の獲得など財務基盤の充実・拡大に繋がる工夫
平成１６年度から開始した「教育研究推進事業」の募集事業（学内募集）において、
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